
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 23 （回答者数）
14

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

連絡ツールの拡充を図り、より気軽に連絡・相談できる環境

を整える。

2

個別支援会議の実施回数を増やす。

3

子ども・保護者の要望を聞き取り、できる限り希望に沿うよ

うな内容を検討している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者会等を少しずつ実施しているが、開催頻度を増やすこ

と、また保護者への案内を徹底し周知すること。

2

HPへの掲載や訓練実施時の書面による案内をすること。

3

地域の児童館で開催されるイベントに参加する等を検討す

る。

○事業所名 KTC放課後等デイサービス　はぐぽん薬院駅前

○保護者評価実施期間
令和7年2月17日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

放課後児童クラブや児童間との交流や地域の他の子どもとの活

動機会。

他施設の児童よりも、はぐぽんの他事業所との交流を優先して

いるため。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会等の開催や保護者同士・きょうだい同士の交流の機会

を設けるなど、家族・きょうだいへの支援。

児発管やスタッフが安定せず、利用者も少なかったため、なか

なか実施できなかった。

事故防止や感染症等のマニュアルの保護者への周知、説明。 各マニュアルの存在や訓練の案内不足。

日頃から子どもの状況を保護者と共有し、共感的に支援できて

いる。

気になったことはメールや電話、送迎時に保護者と連携を取っ

ている。

子どもや保護者の状況に配慮し、子どもの特性に応じた専門性

のある支援を提供できている。

子どもの性格や特性に合った支援をスタッフ間で話し合い、共

有している。

子どもが安心感を持ってはぐぽんを利用し、保護者にも満足し

ていただいている。

毎日の集団活動やおでかけイベントなど、みんなが楽しく取り

組める内容を企画している。

事業所における自己評価総括表公表


